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1 .はじめに

2010年は 10月に生物多様性条約第 10回締約国会議(COP10)が名古屋で開催されたこと

などを受けて、わが国でも生物多様性保全活動の重要性が、市民に認識されつつある。生

物多様性保全活動には、人間活動や開発により減少した希少種の保護や、里地里山など生

業としての人間活動が縮小することによってもたらされた二次的自然環境の保全、そして

人間により持ち込まれた外来種などの根絶・管理活動など、幅広い活動が該当し、それらの

活動自体は社会的に意義のある善行であると捉えられている。

また、 2010 年 3 月 16 日に閣議決定された『生物多様性保全戦略 2010~ によれば、 COP10

を契機として日本は国内施策の充実・強化を図るべく構想しており、その内の 1つのポイン

トとして、 「地方公共団体、企業、 NGO、市民など地域の多様な主体が地域の特性に応じ

た生物多様性保全の取組を促進するための仕組みの検討や、地域が主体となった生物多様

性の保全・再生活動や『生物多様性地域戦略』など総合的な計画づくりを支援すると

明記されており、 NPOや市民などが生物多様性の保全に取り組むことが期待されている。

従って、一般市民の余暇時聞が生物多様性保全活動に回されていくことが予想される。先

にも述べたとおり、このような活動自体は善行と見なされ、活動を行う市民自体にとって

は賞賛されても非難される理由は見つからない。

ただ、レジャー論を扱っている身としては、 「果たして生物多様性保全活動が余暇時間

に行われるとはどういうことなのか」という点についてあえて着目し、考察を進めてみた

い。そして、現代の生物多様性保全活動にみるレジャー論的課題を明らかにしてみたいと

考えている。

2. 方法

本報告では、生物多様性保全活動が、人間の生活の中でどのような位置づけを持つのか

について、複数の切り口から考察を行いたい O

具体的には、 NHK放送文化研究所「国民生活時間調査』の「行動の分類」、アリストテ

レスのレジャー論、内山節の労働哲学の 3つの題材を採り上げて考察を行いたい。そして、

上記の考察をとりまとめ、 「空間」 ・ 「時間」 ・ 「思考」から見た生物多様性保全活動に

残された課題を取り纏めていきたい。

3. 結果及び考察

(1) NHK ~国民生活時間調査』の「行動の分類』への当てはめ

NHK放送文化研究所の『国民生活時間調査』とは、人々の一日の生活を時間の面からと

らえ、それに沿った放送を行うための調査であるが、日本人の生活実態を明らかにする基

本データとして用いられることが多い O この調査では国民の行動を 4つの大分類、 15の中

分類、 29の小分類に分けて把握している O
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本報告では、この

分類を用いて生物多

様性保全活動がどこ

に当てはまるのかを

考察する O

表 1のとおり、

生物多様性保全活動

は本来、その実態が

収入を目的とする場

合でも奉仕活動で

も、大分類「拘束行

動」に当てはまると

考えられる。そして、

前者は中分類「仕事

関連」 ・小分類「仕

事」に、後者は中分

類「社会参加J ・小

分類「社会参加j に

分類されることとな

るO

この結果を見ると、 NHKの考え方に従えば 生物多様性保全活動は、原則論としては、

レジャーを行うための時間である大分類「自由行動」には当てはまらないと結論づけざる

をえない O あえて、生物多様性保全活動が該当することがあり得る分類を挙げてみると、

大分類「拘束行動」の中の小分類「授業・学内の活動学校外の学習」と、大分類「自

由行動」の中の小分類「会話・交際スポーツ行楽・散策趣味・娯楽・教養」が

挙げられる O つまり、生物多様性保全活動を つきあいやスポーツ、行楽、娯楽・教養な

どの側面として捉えた場合に初めてレジャーとして認識されることが分かる。

(2) アリストテレスのレジャー論からみた生物多様性保全活動

続いて、アリストテレスのレ

ジャー論(松田 1999など)を礎

に生物多様性保全活動を考えて

みたい。

アリストテレスは、表 2に

示したように自由時間の過ごし

方をアナパウシス、パイディア、スコレーの 3タイプに分類している O

生物多様性保全活動をこの考え方に従って考察してみると、平日市街地で機械やコンビ

ュータなどを相手に、達成感を感じにくい業務をこなすストレスの多い一般市民にとって、

自然を相手に活動することは休息・休養・保養(アナパウシス)としての役割を十分果た

すことが容易に想像可能であり、自分の意思で自然相手に活動することで気晴らし・娯楽

(パイディア)的体験が得られることも想像に難くない。また、閑暇・感想、(スコレー)、
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つまり実利を期待しない自足的な活動で真理と自己理解の追求に基づく知性に即した生き

方にも繋がると考えられる。

つまり、アリストテレスのレジャー論から生物多様性保全活動を考えた場合には、非常

に幅の広いレジャー的思考要素が含まれていると結論づけられる。

(3) 内山節の労働哲学から見た生物多様性保全活動

続いて、今度は生物多

様性保全活動を労働論の

切り口から考察してみた

い O 本報告では、我が国の自然や森林活動に対して造詣が深く、多数の著書を公表してい

る内山節の労働哲学(内山 1989など)を素材に考察を行いたい。

内山は、自然を相手にする農山村の住民が労働の概念を大きく 2種類に分けて認識し

ていることを指摘している。その内容は、表-3に示したとおり、 「稼ぎj と「仕事J

に分類される。区分の基準は、生活するためにお金を稼ぐために仕方なく行う労働か、

無償であっても自分や社会にとって意味があると判断した場合に自主的に行う労働であ

るかの違いであるといえる。

元々田舎に住むと言うことは、 「稼ぎ」の伴わない「仕事」が必然的に多くなるとい

える。出稼ぎなどが典型例であるが、生物多様性保全活動の舞台となる農山村や原生地

周辺の住民は、お金を手に入れる「稼ぎ」を行うために伝統的に都会へ出かけていった。

そこから考えると、生物多様性保全活動は、 「稼ぎJに該当する自治体職員や専門職を

除き、平素は都会で日常的に「稼ぎ」を行っている一般市民が「仕事」を行う舞台とし

て機能していると指摘できょう。

4. まとめ

ー『空間』・『時間J • r思考』から見た生物多様性保全活動に残された課題一
以上、NHKの『国民生活時間調査』、アリストテレスのレジャー論、内山の労働哲学から

生物多様性保全活動に関するレジャー論的位置づけについて考察を行った O

考察結果をまとめると、 NHKの分類基準に従えば、生物多様性保全活動は本来、その実

態が収入を目的とする場合でも奉仕活動でも、大分類「拘束行動」に位置づけられること

が原則であるが、可能性としては「会話・交際J rスポーツ行楽・散策J r趣味・娯楽
・教養」といった「自由行動J に該当しうることが明らかになった O

また、アリストテレスのレジャー概念に従えば、生物多様性保全活動はアナパウシス・

パイディア・スコレーのすべてのレジャー的思考を含む活動であることが明らかになった。

最後に、内山の労働哲学に従えば、生物多様性保全活動は、労働の中でも、無償であっ

ても自分や社会にとって意味があると判断した場合に自主的に行う「仕事」に当てはま

ると整理できた。

以上から総合的に判断すると、生物多様性保全活動がワークかレジャーかと問いかけ

た場合には、やはり根源的には「拘束時間」で「仕事J としての性格を持つワークに分

類すべきと結論づけられよう。しかしながら、そのワークは自主的に行う欲求を掻き立

てるほど、レジャー的な思考要素を同時に含んでいると結論づけられる。

本報告では，このように生物多様性保全活動を基本的にワークとして位置づけた。そ
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れではこのように位置

づけられたことで、何

か問題点が生じるのか

という点ついて、ここ

ではさらなる取り纏め

を行いたい。

田中(2009)は、表-4

に示したとおり、レジ

ャー学とは、 「オープ

ンスペース」、「余暇」、

「自然」のすべての次

表-4オープンスペース・余暇・自然の定義と対応する主要な学問領域

用語 ー夫元救

対ーでチン 11~'ご長女元
ヌイス I(空間欠ffl

斜路

窃黙

4事;売元
(草寺院ItR舟

5;;府 Jえは
{望号次元

意義

iご討する人為ぬ省、5問j

!こおする，).j~~}の届 i判明司 μi
\rra~J 回アφ 」

坑昌的
研究樟境

レジャ字

元を対象として、与えられた「間」をより良くするという統合学問として捉えるべき

であることを提唱している。

この考えを元に生物多様性保全活動の特性を改めて考えると、 1~ 3次元の「空間

次元」における「人為の届かない『間~ Jに関しては、里山空間を向上させる点で、

プラスに働くと捉えられる O また、 5次元以上の「思考次元」における「人為の届か

ない『間~ Jについても、人と自然との関わりを探求する点でプラスの働きが期待で

きる。しかしながら 4 次元の「時間次元」における「人為の届かない『問~ Jについ

ては、 「稼ぎ」にせよ「仕事」にせよ「拘束時間」として人々の余暇時間を減少させ

る可能性を持つ生物多様性保全活動は、必ずしもレジャー論的立場からのプラスをも

たらさないと結論づけることができょう。

以上、生物多様性保全活動という、一般的には善行であり、その活動の実践につい

てあえて批判を受けることが少ない活動を姐上に、レジャー論的課題を探るべく考察

を行った。その結果、このような善行であっても「時間次元」においては必ずしも、

レジャー生活に向上をもたらすとは限らない可能性を指摘することができた O

一般に現在我が国の人生は平均 80年、 70万時間程度と言われている。本来無限に

広がる「空間」、 「時間j 、 「思考」という各側面においても、個人にその問題を還

元した場合には有限となり、特に「時間的側面」の制約が大きくなる。

従って、レジャーのための時間をより効果的に確保するためには、生物多様性保全

活動のような善行であってもワークとレジャーとの時間的配分比を変更して余暇時

間を原資にワークを増やし、レジャーを減らして対応するという考え方だけではな

く、 「稼ぎj と「仕事」とのバランスを考えて、ワークの中で、両者の時間的比率を

調整する努力が今後より重要になると考えられた。
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